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大逆転は、起こりうる。

わたしは、その言葉を信じない。

どうせ奇跡なんて起こらない。

それでも人々は無責任に言うだろう。

小さなものでも大きな相手に立ち向かえ。

誰とも違う発想や工夫を駆使して闘え。

今こそ自分を貫くとき念

しかし、そんな考え方は馬鹿げている。

勝ち日のない勝負はあきらめるのが賢明念

わたしはただ、為す術もなく押し込まれる。

土俵際、もはや絶体絶命。
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